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３．不透過型砂防堰堤堤（掃流タイプ） 
の安定計算例 
 

１．堤高１５ｍ未満の砂防堰堤 

２．堤高１５ｍ以上の砂防堰堤 
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名称：△△△砂防堰堤 
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名称：△△△砂防堰堤 
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４．砂防基本計画(含流木対策)の策定例 
 
 

１ 基準点の設定  

２ 計画基本量の算定 

３ 土石流・流木対策計画の策定 

４ 水系砂防計画の策定 
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１ 基準点の設定 

○ △△流域を対象とする。 
○ 本流域には、土石流危険渓流が 5 渓流ある。 
○ △△流域下流端を計画基準点(水)とする。 
○ 各土石流危険渓流の保全対象直上流に計画基準点(土)を設ける。 
○ ××川合流点に補助基準点(合)を設ける。 
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２ 計画基本量の算定 

２．１ 土石流・流木対策の計画基本量算出 

２．１．１ 計画対象土砂量の算出例 

 次頁、計画生産土砂量（移動可能土砂量）算定表のとおり、各計画基準点(土)上流において、移

動可能土砂量と運搬可能土砂量を算出し、いずれかのうち小さい値を計画流出土砂量とする。(ただ

し、計画流出土砂量の最小値は流域面積を問わず 1,000m3とする) 
 
＜計画対象土砂量算出例＞ 
流域名 ○○沢 基準点番号 （土）１１ 渓流番号 K-28

土石流対策計画表

移動可能
土砂量

判定
運搬可能
土砂量

採用

無施設時 3,720 < 10,940 3,720 0 3,720

移動可能土砂量 3,720 m3 別表参照

運搬可能土砂量 10,940 m3

A 1/I θ ｒ２４ C* σ φ ρ Cd ｆｒ γ

0.08 1/15.0 3.8 382.9 0.6 2.6 35 11.77 0.30 0.50 0.40

保全対象近接のため計画流下許容量は０とする

計画
堆積量

流下
許容量

整備対象
土砂量

計画流出土砂量 計画土石
流発生抑

制量

計画
捕捉量

 
 

 
２．１．２ 計画対象流木量の算出例 

 次頁、計画流木量算定表のとおり算出する。 
ここで、保全対象近接のため計画流下許容流木量は０とする。 
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２．２ 水系砂防計画の計画基本量算出 

(1) 計画生産土砂量の算出 

基本的には、土石流危険渓流における移動可能土砂量と同一の方法で計画生産土砂量を算出す

るものである。ここでは、簡便のため、土石流危険渓流以外の渓流については、地形・地質状況

等よりひとくくりと考えられるブロックごとに、渓流の次数別単位長当たりの渓床生産土砂量を

代表断面より設定して計画生産土砂量を求めた。 
 
＜水系砂防計画(土石流危険渓流以外の渓流)での計画生産土砂量算出例＞ 

計画生産土砂量（移動可能土砂量）の算出

＜水系砂防＞ ブロック3の算出

流域
流域

計画生産
面積

土砂量*1)次数 断面 長さ 幅 深さ

単位
断面
積 土砂量①次数 断面 長さ 幅 深さ

単位
断面
積 土砂量② 摘要

km2
m3 m m m m2 m3 m m m m2 m3

4.63 土砂量(①＋②) ① ② ③ ①×②×③ ④ ⑤ ⑥ ④×⑤×⑥

0 0-3 25,876 3.0 0.5 1.5 38,814 1 1-3 14,000 5.5 1.0 5.5 77,000

2 2-3 5,569 6.0 1.0 6.0 33,414

3 3-3 204 9.0 1.5 13.5 2,754

3 3-4 182 8.0 1.0 8.0 1,456

3 3-5 200 8.0 1.0 8.0 1,600

3 3-6 217 8.0 1.0 8.0 1,736

3 3-7 181 8.0 1.0 8.0 1,448

3 3-8 207 8.0 1.5 12.0 2,484

3 3-9 189 8.0 1.0 8.0 1,512

3 3-10 192 8.0 1.0 8.0 1,536

3 3-11 220 8.0 1.0 8.0 1,760

3 3-12 216 8.0 1.0 8.0 1,728

3 3-13 70 8.0 1.0 8.0 560

3 3-14 175 8.0 1.0 8.0 1,400

3 3-15 187 8.0 1.0 8.0 1,496

3 3-16 219 8.0 1.0 8.0 1,752

4 4-2 799 10.0 1.5 15.0 11,985

4 4-3 820 9.0 1.5 13.5 11,070

計 195,510 38,814 156,691

崩壊可能土砂量 移動可能渓床堆積土砂量

△△川2残流域

 

○ この表の結果と土石流危険渓流の移動可能土砂量の和が、計画生産土砂量となる。 
 

 
(2) 無施設時の土砂収支 

４ 水系砂防計画を参照されたい。 
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３ 土石流・流木対策計画の策定 

3.1 計画策定の手順 

① 既設施設の施設効果量を算出し、現況の整備状況を把握する。 
② 流域の状況より整備の基本方針を検討し、整備率 100%を確保する施設配置計画を策定する。 
③ 施設効果量は流木による補正を行う。 
 

3.2 施設配置計画（K-28 渓流） 

当渓流には、既存施設が無く、計画基準点直下に保全対象が存在する。 
計画基準点より 50m 上流の堰堤サイト適地に「不透過型堰堤＋副堤流木止め」を 1 基計画し、そ

の下流には渓流保全工を配置する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

3.3 計画施設１の施設効果量 

(1)施設諸元 
①施設形式 ------ 不透過型堰堤＋副堤流木止め 
②堰堤高 --------- H=8.0(m)（有効高 5. 0m） 
③現況渓床勾配 ------ 1/5.6 

    

(2)施設効果量 
①見かけの計画捕捉量（捕捉空間）----- 1,680(m3) 
   除石管理をしない場合は、平常時堆砂勾配より上の空間を計上する。 
②計画土石流発生(流出)抑制量 ------------- 1,340(m3) 
   計画堆砂勾配の平面と現河床と交差する地点から堰堤までの移動可能土砂量を計上する。 
     84m（計画堆砂延長）× 16.0(m3/m)＝ 1,344 → 1,340(m3) 

(計画施設１) 

不透過型堰堤＋副堤流木止め 

(計画施設２) 

渓流保全工 50m 

K-28 渓流
（A=0.08km2） 

計画施設１地点の流出量 
・土砂 2,920m3 
・流木   26m3 計画施設２地点の流出量 

・土砂 3,720m3（区間 800m3）
・流木   29m3（区間  3m3）

計画捕捉土砂量

計画土石流発生(流出）抑制量

1,340m3

1,680m3 

（見かけ捕捉量）
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③計画流木発生抑制量 -----  3(m3) 
平常時堆砂勾配の平面と現渓床が交わる地点から堰堤までの区間に存在する立木、流木等の

量について計上する。 
   ・単位面積当たり材積量 ----------- 0.008(m3/m2) 
   ・流木発生侵食幅（2-2 渓流）---- 8.0(m) 
   ・平常時堆砂延長 -------------------- 56(m)（平常時堆砂勾配 1/11.2） 

56(m) ×  8.0(m) × 0.008(m3/m2) × 0.9 ＝ 3.2 → 3(m3) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④計画捕捉流木量 ---- 11(m3) 
  不透過型堰堤の計画流木捕捉量は、以下の式から求められる値のうち、小さい方の値とする。 
 

Ｘw1＝Ｋw0×Ｘ×(1-α) 
Ｘw1＝Ｋw1×Ｘ 

ここで、 Ⅹ ：土石流・流木対策施設の計画捕捉量(m³) 
Ⅹw1：本堰堤の計画捕捉流木量(m³) 
Ｋw0：本堰堤に流入が想定される計画流出量に対する流木容積率 
α  ：本堰堤からの流木の流出率(0.5 程度) 
Ｋw₁：計画捕捉量に対する流木容積率(Ｋw₁=2%) 

 
なお、Kw₀は、本堰堤の計画地点より上流の砂防堰堤等によって土砂・流木の発生抑制や捕捉

等が見込まれる場合は、その量を差し引いて求めるものとする。 
 
・計画流出量 ＝ 2,920（土砂）＋ 26（流木）＝ 2,946 m3 
・計画発生(流出)抑制量 ＝ 1,340(土砂) ＋ 3(流木) ＝ 1,343 m3 
 
流木容積率は、次のとおり設定する。 

Ｋw0＝[26m3(計画流出流木量)－ 3m3(計画流木発生抑制量)]/ 
[2,946m3(計画流出量) ―1,343m3(計画発生(流出)抑制量)] 

＝1.4％ 
 

計画捕捉流木量

計画流木発生抑制量

※平常時堆砂勾配の範囲

11m3

3m3
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堰堤で土石流を捕捉する実際の量は、2,946m3－1,343m3＝1,603m3である。 
 
Ｘw1＝ Ｋw0×Ｘ×(1-α) ＝ 1.4% × (2,946m3－1,343 m3)×(1－0.5) ＝ 11.2 → 11 m3 
Ｘw1＝ Ｋw1×Ｘ        ＝ 2.0% ×(2,946m3－1,343 m3)           ＝ 32.1 → 32m3 

 
小さい方の値とするので、計画流木捕捉量は 11(m3)となる。 
 

⑤計画捕捉土砂量 ---- 1,660(m3) 
  見かけの捕捉量から、計画流木捕捉量を差し引いた値。 
      1,680( m3 ) － 11(m3) ＝ 1,669  → 1,660(m3)   
 
⑤副堤流木止めに必要な捕捉流木量（不足量） 

・計画流出流木量      ＝ 26 (m3) 
・本堤での流木効果量  ＝ 14(m3)（3m3＋11m3） 
・副堤での必要量      ＝ 12(m3)（26m3－14m3） 

 
⑥副堤流木止めの捕捉流木量 

・流木の平均直径  ----------------  0.20( m) 
・本副堤間の湛水面積 -----------  63(m2)（幅 6m×長さ 10.5m） 
・捕捉流木量 -----------------------  12(m3)（63m2 × 0.20m＝12.6m3 → 12m3) 
 
以上より、「計画施設１（不透過型堰堤＋副堤流木止め）」の施設効果量は以下のとおりとなる。 
 
  （土砂） 
   ・計画捕捉土砂量 --------------------- 1,660(m3) 
   ・計画土石流発生(流出)抑制量 ----- 1,340(m3) 

       合 計            3,000(m3)  ＞ 計画流出土砂量 2,920m3 
  （流木） 
   ・計画捕捉流木量 -------------    23(m3)（本堤 11＋副堤 12） 
   ・計画流木発生抑制量 -------     3(m3) 

       合 計               26(m3) 
 

3.4 計画施設２の施設効果量 

(1)施設諸元 
①施設形式 ------ 渓流保全工 
②施設延長 ------  50(m)  

 
 (2)施設効果量 

①計画土石流発生(流出)抑制量 
     50m（渓流保全工延長）× 16.0(m3/m)＝ 800(m3) 
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②計画流木発生抑制量 -----  3(m3) 
   ・単位面積当たり材積量 ----------- 0.008(m3/m2) 
   ・流木発生侵食幅（2-2 渓流）---- 8.0(m) 
   ・渓流保全工延長 -------------------- 50(m) 

50(m) ×  8.0(m) × 0.008(m3/m2) × 0.9 ＝ 2.9 → 3(m3)（計画量と同じ） 
 

3.5 土砂・流木収支 
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４ 水系砂防計画の策定 

＜計画策定の手順＞ 

① 無施設時の計画基本土砂量を算出する。 
② 既設施設の施設効果量を算出し、現況の整備状況を把握する。 
③ 土石流・流木対策計画の計画施設の効果量を組み入れ、水系として整備すべき土砂量を検討す

る。 
④ 整備の方針を検討した上で、水系砂防の計画施設を計画する。 
 

＜計画検討例＞ 

 
 
以下に土砂収支計算例を示す。 

施設配置計画

現況
(%)

ｽﾃｯﾌﾟ
1
(%)

ｽﾃｯﾌﾟ
2

(%)

ｽﾃｯﾌﾟ
3
(%)

新規
ダム工
不透
過

新規
ダム工
透過
(基)

不透
過ダム
のｵ-ﾌﾟ

ﾝ化

嵩上げ
(基)

腹付け
(基)

渓流
保全
工

(箇所)

非土砂
生産範

囲(km
2
)

施設配置計画

△△川2
（ブロック3,4） 7.47 368,940 332,050 33,210 88.2 92.4 94.4 100.6 3 5 1.68

本流域は、土石流渓流を4つ含む
流域である。土石流渓流を除く残

流域は7.47km2である。非土砂生
産範囲の設定を行い、既設保全
工が未設置のため池から下流・
土石流危険渓流の下流に渓流保
全工を配置し、B3-19,B3-24,B3-
27上流に透過型堰堤を1基づつ
配置する計画である。

△△川1
（ブロック5） 1.92 92,490 83,240 8,320 143.8 145.1 - - 1.10

本流域は、土石流渓流を1つ含む
流域である。土石流渓流を除く残

流域は1.92km
2
である。非土砂生

産範囲を設定することにより、整
備率100%を達成するため、新規
の水系砂防施設の必要はない。

No. 流域名
流域
面積

(km
2
)

計画生産
土砂量

(m
3
)

計画流出土
砂量：無施

設時

(m3)

整備率
許容流
砂量

(m
3
)

計画施設数
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-
-

-
-

砂
防

計
画

基
準

点
(
水

)
2

土
+
水

－
△

△
川

9.
3
9

23
0
,8
3
0
-

-
46

1,
4
30

2
30
,
60
0
-

10
46
,
14
0

23
,0
60

-
41
5
,2
9
0

4
4,
03

0
-

0
-

-
1
63
,
51
0
-

-
4
1,
53

0
37

3,
7
60

2
,5
0
0
-

99
.
3%

-
注

１
）

移
動

可
能

土
砂

量
の

算
出

は
今

回
流

域
調

査
を

行
い

現
地

の
デ

ー
タ

を
基

に
算

出
し

た
値

で
あ

る

　
２

）
本

表
区

分
の

「
土

石
」

は
土

石
流

対
応

の
土

砂
算

出
で

あ
り

、
「

水
系

」
は

水
系

砂
防

対
応

で
の

土
砂

算
出

、
「

土
＋

水
」

は
土

石
流

対
応

と
水

系
対

応
が

混
在

で
の

土
砂

算
出

で
あ

る
。

　
３

）
(残

)は
上

流
の

基
準

点
流

域
（

土
）

等
を

含
ま

な
い

単
元

流
域

（
残

流
域

）
で

あ
る

。

　
４

）
河

道
調

節
率

は
、

α
＝

0
.１

と
し

た
。

　
５

）
許

容
流

砂
量

は
、

計
画

流
出

土
砂

量
の

10
%
(α

=0
.
1)

と
し

、
県

内
で

過
去

に
調

査
し

た
砂

防
基

本
計

画
よ

り
、

水
系

対
応

区
域

内
（

流
砂

調
整

区
域

）
の

み
考

慮
す

る
事

と
す

る
。

表
　

．
　

土
砂

収
支

表

基
 
準

 
点

番
　

　
号

計
画

生
産

抑
制

土
砂

量
計

画
生

産
土

砂
量

河
道

調
節

量
計

画
流

出
土

砂
量

計
画

流
出

調
節

土
砂

量
計

画
流

出
抑

制
土

砂
量

(
補

助
基

準
点

)

(
残

流
域

番
号

)

面
 積

計
　

画
現

　
況

計
画

超
過

土
砂

量
整

備
率

計
画

完
成

時
現

況
時

計
画

完
成

時
計

　
画

計
画

完
成

時
無

施
設

時
現

　
況

計
　

画
計

画
完

成
時

無
施

設
時

現
況

時
現

況
時

計
画

完
成

時
調

節
率

計
画

完
成

時
河

道
調

節
土

砂
量

無
施

設
時

現
況

時
計

画
完

成
時

現
　

況



 巻末４－12

【
ス

テ
ッ

プ
1（

土
石

流
対

策
施

設
完

成
時

）
】

（
△

△
流

域
）

許
　

容

区
 
分

渓
流

番
号

渓
流

名
流

砂
量

Ａ
無

施
設

現
況

計
画

α
=
0
.
1

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

3
=
1
+
2

5
=
4
-1

6
=
4-

3
7
=
4
*
1
0
%

8
=
5
*
1
0
%

9
=
6
*
10

%
1
0
=
4-

7
1
1=
5
-
8-
1
3
-
16

12
=
6
-
9-
1
5
-1
8

1
5
=
1
3
+
1
4

1
8
=
1
6
+
1
7

2
0
=
1
0
-
1
9

2
1
=1

1
-
1
9

2
2
=1
2
-
1
9

2
3
=
1-

2
1
/
2
0

2
4
=
1-
2
2
/
2
0

(
k
m
2
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
％

)
(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

（
％

）
（

％
）

（
土

）
1
3

土
石

K
-
B
4
2

0
0.

11
0

1
,0
9
0

1
,0
9
0

5,
43

0
5,

43
0

4,
34
0

1
0

54
0

54
0

0
4,

89
0

4,
89
0

0
0

4,
5
60

4
,5

60
0

0
0

(
49
0
)
-

-
-

-
-

（
土

）
1
2

土
石

K
-
B
4
8

0
0.

09
52

0
47

0
99

0
2,

21
0

1,
69
0

1,
22
0

1
0

22
0

17
0

0
1,

99
0

1,
52
0

0
0

1,
3
70

1
,3

70
0

0
0

(
20
0
)
-

-
-

-
-

（
土

）
1
1

土
石

K
-
2
8

○
○

沢
0.

08
0

2
,6
2
0

2
,6
2
0

3,
72

0
3,

72
0

1,
10
0

1
0

37
0

37
0

0
3,

35
0

3,
35
0

0
0

1,
3
90

1
,3

90
0

0
0

(
34
0
)
-

-
-

-
-

（
土

）
1
0

土
石

K
-
A
5

0
0.

06
0

2
,4
1
0

2
,4
1
0

3,
08

0
3,

08
0

67
0

1
0

31
0

31
0

0
2,

77
0

2,
77
0

0
0

8
90

8
90

0
0

0
(
28
0
)
-

-
-

-
-

郷
瀬

川
2
残

流
域

水
系

ブ
ロ

ッ
ク

3
4.

63
83

,7
4
0

0
83

,7
4
0

1
95
,
51

0
1
11
,
77
0

11
1,

77
0

1
0

19
,5
5
0

11
,
18

0
11
,
18

0
1
75
,
96
0

6
6,

87
0

6
6,
8
70

0
0

0
33

,7
2
0

0
33

,7
2
0

(
17
,
60
0
)
-

-
-

-
-

郷
瀬

川
3
残

流
域

水
系

ブ
ロ

ッ
ク

4
2.

50
67

,8
6
0

0
67

,8
6
0

1
58
,
99

0
91
,
13
0

9
1,

13
0

1
0

15
,9
0
0

9
,1
1
0

9,
11

0
1
43
,
09
0

-1
0,

86
0

-1
0,
8
60

0
0

0
92

,8
8
0

0
92

,8
8
0

(
14
,
31
0
)
-

-
-

-
-

補
助

基
準

点
(
合

)
土

+
水

－
×

×
川

合
流

点
7.

47
15
2
,1
2
0

6
,5
9
0

1
58

,7
1
0

3
68
,
94

0
2
16
,
82
0

21
0,

23
0

1
0

36
,8
9
0

21
,
68

0
20
,
29

0
3
32
,
05
0

6
8,

54
0

5
6,
0
10

0
8,
2
10

8
,2

10
12
6
,6
0
0

0
1
26

,6
0
0

(
33
,
21
0
)

29
8
,8

40
35

,3
30

22
,8

00
8
8.

2%
9
2.

4%

（
土

）
9

土
石

K
-
A
4

0
0.

04
0

1
,0
3
0

1
,0
3
0

1,
03

0
1,

03
0

0
1
0

10
0

10
0

0
93
0

93
0

0
0

0
0

0
0

0
(9
0
)
-

-
-

-
-

郷
瀬

川
1
残

流
域

水
系

ブ
ロ

ッ
ク

5
1.

88
78

,7
1
0

0
78

,7
1
0

91
,
46

0
12
,
75
0

1
2,

75
0

1
0

9
,1
5
0

1
,2
8
0

1,
28

0
82
,
31
0

-2
5,

44
0

-2
5,
4
40

0
0

0
36

,9
1
0

0
36

,9
1
0

(8
,
23
0
)
-

-
-

-
-

砂
防

計
画

基
準

点
(
水

)
2

土
+
水

－
△

△
川

9.
39

23
0
,8
3
0

7
,6
2
0

2
38

,4
5
0

4
61
,
43

0
2
30
,
60
0

22
2,

98
0

1
0

46
,1
4
0

23
,
06

0
21
,
57

0
4
15
,
29
0

4
4,

03
0

3
0,
5
70

0
8,
2
10

8
,2

10
16
3
,5
1
0

0
1
63

,5
1
0

41
,5
3
0

37
3
,7

60
2
,5

00
-1
0
,9

60
9
9.

3%
10

2.
9%

注
１

）
移

動
可

能
土

砂
量

の
算

出
は

今
回

流
域

調
査

を
行

い
現

地
の

デ
ー

タ
を

基
に

算
出

し
た

値
で

あ
る

　
２

）
本

表
区

分
の

「
土

石
」

は
土

石
流

対
応

の
土

砂
算

出
で

あ
り

、
「

水
系

」
は

水
系

砂
防

対
応

で
の

土
砂

算
出

、
「

土
＋

水
」

は
土

石
流

対
応

と
水

系
対

応
が

混
在

で
の

土
砂

算
出

で
あ

る
。

　
３

）
(
残

)
は

上
流

の
基

準
点

流
域

（
土

）
等

を
含

ま
な

い
単

元
流

域
（

残
流

域
）

で
あ

る
。

　
４

）
河

道
調

節
率

は
、

α
＝

0
.
１

と
し

た
。

　
５

）
許

容
流

砂
量

は
、

計
画

流
出

土
砂

量
の

1
0
%
(
α

=0
.
1
)
と

し
、

県
内

で
過

去
に

調
査

し
た

砂
防

基
本

計
画

よ
り

、
水

系
対

応
区

域
内

（
流

砂
調

整
区

域
）

の
み

考
慮

す
る

事
と

す
る

。

表
　

．
　

土
砂

収
支

表

面
 
積

計
画

生
産

抑
制

土
砂

量
計

画
生

産
土

砂
量

河
道

調
節

量
計

画
流

出
土

砂
量

計
画

流
出

調
節

土
砂

量
計

画
流

出
抑

制
土

砂
量

計
　

画
計

画
完

成
時

計
画

超
過

土
砂

量
整

備
率

現
　

況
計

　
画

計
画

完
成

時
無

施
設

時
現

況
時

計
画

完
成

時
調

節
率

現
　

況
現

　
況

河
道

調
節

土
砂

量
無

施
設

時
現

況
時

計
画

完
成

時
計

画
完

成
時

現
況

時
計

画
完

成
時

計
　

画
計

画
完

成
時

無
施

設
時

現
況

時
基

 
準

 
点

番
　

　
号

(
補

助
基

準
点

)

(
残

流
域

番
号

)

【
ス

テ
ッ

プ
2（

土
石

流
対

策
施

設
+
渓

流
保

全
工

）
　

完
成

時
】

（
△

△
流

域
）

許
　

容

区
 
分

渓
流

番
号

渓
流

名
流

砂
量

Ａ
無

施
設

現
況

計
画

α
=
0
.
1

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

3
=
1
+
2

5
=
4
-1

6
=
4-

3
7
=
4
*
1
0
%

8
=
5
*
1
0
%

9
=
6
*
10

%
1
0
=
4-

7
1
1=
5
-
8-
1
3
-
16

12
=
6
-
9-
1
5
-1
8

1
5
=
1
3
+
1
4

1
8
=
1
6
+
1
7

2
0
=
1
0
-
1
9

2
1
=1

1
-
1
9

2
2
=1
2
-
1
9

2
3
=
1-

2
1
/
2
0

2
4
=
1-
2
2
/
2
0

(
k
m
2
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
％

)
(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

(
ｍ

3
)

（
％

）
（

％
）

（
土

）
1
3

土
石

K
-
B
4
2

0
0.

11
0

1
,0
9
0

1
,0
9
0

5,
43

0
5,

43
0

4,
34
0

1
0

54
0

54
0

0
4,

89
0

4,
89
0

0
0

4,
5
60

4
,5

60
0

0
0

(
49
0
)
-

-
-

-
-

（
土

）
1
2

土
石

K
-
B
4
8

0
0.

09
52

0
47

0
99

0
2,

21
0

1,
69
0

1,
22
0

1
0

22
0

17
0

0
1,

99
0

1,
52
0

0
0

1,
3
70

1
,3

70
0

0
0

(
20
0
)
-

-
-

-
-

（
土

）
1
1

土
石

K
-
2
8

○
○

沢
0.

08
0

2
,6
2
0

2
,6
2
0

3,
72

0
3,

72
0

1,
10
0

1
0

37
0

37
0

0
3,

35
0

3,
35
0

0
0

1,
3
90

1
,3

90
0

0
0

(
34
0
)
-

-
-

-
-

（
土

）
1
0

土
石

K
-
A
5

0
0.

06
0

2
,4
1
0

2
,4
1
0

3,
08

0
3,

08
0

67
0

1
0

31
0

31
0

0
2,

77
0

2,
77
0

0
0

8
90

8
90

0
0

0
(
28
0
)
-

-
-

-
-

郷
瀬

川
2
残

流
域

水
系

ブ
ロ

ッ
ク

3
4.

63
83

,7
4
0

6
,8
7
0

90
,6
1
0

1
95
,
51

0
1
11
,
77
0

10
4,

90
0

1
0

19
,5
5
0

11
,
18

0
10
,
49

0
1
75
,
96
0

6
6,

87
0

6
0,
6
90

0
0

0
33

,7
2
0

0
33

,7
2
0

(
17
,
60
0
)
-

-
-

-
-

郷
瀬

川
3
残

流
域

水
系

ブ
ロ

ッ
ク

4
2.

50
67

,8
6
0

0
67

,8
6
0

1
58
,
99

0
91
,
13
0

9
1,

13
0

1
0

15
,9
0
0

9
,1
1
0

9,
11

0
1
43
,
09
0

-1
0,

86
0

-1
0,
8
60

0
0

0
92

,8
8
0

0
92

,8
8
0

(
14
,
31
0
)
-

-
-

-
-

補
助

基
準

点
(
合

)
土

+
水

－
×

×
川

合
流

点
7.

47
15
2
,1
2
0

13
,4
6
0

1
65

,5
8
0

3
68
,
94

0
2
16
,
82
0

20
3,

36
0

1
0

36
,8
9
0

21
,
68

0
19
,
60

0
3
32
,
05
0

6
8,

54
0

4
9,
8
30

0
8,
2
10

8
,2

10
12
6
,6
0
0

0
1
26

,6
0
0

(
33
,
21
0
)

29
8
,8

40
35

,3
30

16
,6

20
8
8.

2%
9
4.

4%

（
土

）
9

土
石

K
-
A
4

0
0.

04
0

1
,0
3
0

1
,0
3
0

1,
03

0
1,

03
0

0
1
0

10
0

10
0

0
93
0

93
0

0
0

0
0

0
0

0
(9
0
)
-

-
-

-
-

郷
瀬

川
1
残

流
域

水
系

ブ
ロ

ッ
ク

5
1.

88
78

,7
1
0

0
78

,7
1
0

91
,
46

0
12
,
75
0

1
2,

75
0

1
0

9
,1
5
0

1
,2
8
0
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△△川土砂収支図【ステップ3（土石流対策施設+渓流保全工+えん堤配置計画）】

K-A5 K-28 K-B48 K-B42
基準点番号：（土）10 基準点番号：（土）11 基準点番号：（土）12 基準点番号：（土）13

0 2,410 0 2,140 520 470 0 1,090

0 0 0 0 0 0 0 0

0 890 0 1,680 0 1,370 0 4,560

ブロック3

基準点番号：（水）△△川2残流域 ブロック4

基準点番号：（水）△△川3残流域

83,740 6,870

67,860 0

33,720 0

0 18,550 92,880 0

0 0

補助基準点：（合）

31,280 (33,210)

K-A4
基準点番号：（土）9

0 1,030

0 0

0 0

ブロック5

基準点番号：（水）△△川1残流域

78,710 0

36,910 0

0 0

△△川

計画基準点：（水）2

5,840 41,530

土石流・流木対策

基準点番号

Ａ 水系砂防

Ｂ

Ｃ

Ｄ

計画生産土砂量

計画生産抑制土砂量(既設／計画)

河道調節土砂量

【凡　例】

158,990

9,110

0

3,720 2,210 5,430

0 00

-10,860

91,460

1,030

0

0

1,280

-25,440

3,080

0

0

195,510

10,490

42,140

0 0

計画流出抑制土砂量(既設／計画)

計画流出調節土砂量

単元流域計画流出土砂量

許容流砂量流出土砂量

計画基準点間での土砂量式：
　　流出土砂量＝（Ｑ＋Ａ－Ｂ）（１－α）－Ｃ－Ｄ

ただし、今回の計画においては、当該計画基準点の直上流の計画基
準点における計画流出土砂量Qは考慮しない。（当該計画基準点内
で土砂の流れを完結する。)
　
今回の計画
　流出土砂量＝（A－B）（１－α）－C－D

補助基準点間、計算点間等では、以下の式に従う。
　　流出土砂量＝Ｑ＋∑｛（Ａ－Ｂ）（１－α）－Ｃ－Ｄ｝

計画基準点間での土砂量式を適用しないこと。（Qに河道調節率をか
けない。同一基準点内において、河道調節率をかけるのは一度だけ
とする。）

 
水系砂防計画の土砂収支図の例 
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５．砂防災害について 
(災害手帳抜粋) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 巻末５－２ 

＜砂防災害＞ 
（1）砂防災害で採択できる施設の要件（令第１条・三） 
  （イ）砂防法第一条に規定する砂防設備（砂防指定地内の既存砂防設備） 
  （ロ）砂防法第三条の規定によって、砂防法が準用される砂防のための施設（砂防指定地

の外において、都道府県知事が告示した治水上砂防のために施設された既設の準用

砂防設備） 
  （ハ）砂防法第三条の二の規定によって砂防法が準用される天然の河岸（砂防指定地内で、

市町村が管理する準用河川又は普通河川の天然の河岸で、著しい欠壊又は埋没によ

り、復旧を要する天然の河岸）（砂防法施行規定第二、第二条の三） 
     このうち、（ハ）の砂防法第三条の二によって砂防災害となりうるものは、 

① 天然河岸の埋没で砂防堰堤等の新設を必要とするもの 
② 天然河岸の著しい欠壊に係るものである。（要綱第 15 の 2）ちなみに、上記の災害

条件を満たさない場合は、市町村河川災害となる。 
①は、従来緊急砂防事業により堰堤を新設していたものを災害復旧事業に振替え

たものである。災害復旧事業としては、河道が著しく埋そくしたため（河道断面の

3 割程度以上）、破堤した場合、堤防、護岸等が欠壊した場合、流水の疎通を害し人

家、公共施設、農耕地等に甚大な被害を与えた場合、又は次期出水でこれらのおそ

れが大きい場合で、かつ、埋そく土砂の区域が砂防指定地にかかっていることが必

要で、天然ダムを形成している場合を除いて、人家、公共施設、農耕地等の存する

地域から１キロメートル程度以内に埋そく土砂がある場合に限られる。また、堰堤

の数は原則として一基とするほか、堰堤の水通し天端高は、堰堤の設置位置より上

流の埋そく土砂を下流に流下させない必要最小限度の高さとし、今後の新たな崩壊、

埋そくにより下流に流下が予想される土砂を予防的に扞止するに足る高さとするこ

とはできない。（要綱第 15 の 2・一、方針第 8.3・（二）、申合第 3・一・（3）） 
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以内※

以内※ 

以内※ 

※ 埋塞土砂が天然ダムを 
形成している場合を除く 
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②については、天然の河岸が欠壊したため、人家、公共施設等が流出した場合、

橋梁、床止工、井せき等の機能が喪失した場合、隣接の堤防若しくは護岸が損傷し

た場合、河道が著しく変化して他に被害を及ぼした場合、又はこれらのおそれが大

きい場合で、その欠壊が広範囲にわたり、かつ、欠壊の程度が激甚であるため、欠

壊箇所を含む区間全体にわたって、一定災又は災害関連事業として、一定の計画で

復旧する必要がある場合には、砂防設備の災害復旧として採択できるものである。 
 この場合の欠壊の程度としては、天然河岸の法尻から天端まで完全に欠壊した区

間の延長が、一定災の場合は未災区間を含めた一定計画で復旧する必要のある区間

の延長の 8 割程度以上、災害関連事業の場合は、欠壊区間の延長が、災害関連事業

の計画区間の 5 割程度以上あることを必要とする。さらに、この場合は、上下流に

支障を及ぼさないことが必要である。（方針第 3・4、3・5、申合第 1・一） 
 上記の条件が成立すれば、一定災の場合は全額災害復旧事業費での対応となり、

災害関連事業の場合は、区域内に点在する天端まで欠壊していない区間の災害も砂

防災害として採択され、災害関連事業費の中の災害費として組み入れられる。（「第

4－1．－1）一定災」参照） 
「参 考」 

①  普通河川（準用河川を含む。）に係る天然の河岸について災害が生じた場合にお

いては、市町村が河川災害復旧事業を施行し、又は知事が砂防法による緊急砂防

事業を施行してきたところであるが、地方公共団体の財政負担を軽減し、その復

旧事業の推進をはかるため、次のように砂防法の一部（砂防法第三条の二）が改

正された。その改正の趣旨は以下の通りである。（「砂防法の一部を改正する法律

等の施行について」（昭和 38 年 9 月 9 日付 建設事務次官通達）） 
・ 砂防指定地内に存する普通河川（準用河川を含む。）に係る天然の河岸が、災

害により著しく欠壊し、又は埋没し、治水上砂防のため復旧を必要とする場

合には、知事が砂防法による砂防設備の維持管理及び工事に準じて当該天然

の河岸の維持管理及び災害復旧工事を行う義務を負う。 
・ 当該天然の河岸は、負担法第 3 条の砂防設備とされ、その災害復旧は、負担

法による砂防災害復旧事業として施行される。 
② 天然の河岸の欠壊箇所が市町村の河川災害復旧事業として採択された後に、新た

な異常天然現象によって増破し、砂防法第三条の二の適用を受けて砂防災害復旧

事業（県施行工事）として採択されることになった場合、前災の河川災害復旧事

業費の取扱いは次の通りである。 
・ 前災が限度額（120 万円）以上の場合 

前災は後災にうつしかえ、前災の決定額を内未成額又は内転属額とする。こ

の場合、前災の国の負担割合に変更はなく、既に算定された市町村工事に対
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する国庫負担率が適用される。（令第 2 条） 
・ 前災が限度額未満（60 万円以上 120 万円未満）の場合 

前災に係る災害復旧事業は廃止とし、前災にかかる部分も含めて新災とし、

砂防災害復旧事業とする。 
 
なお、従来市町村が管理していた河川が新たに砂防指定地になっても、前 

災の河川災害（市町村工事）が直ちに砂防災害（県工事）になるものではない。

又、前災が単に増破しても直ちに砂防災害に移属又は転属するものではない。 
 

準用河川及び普通河川に対する負担法の適用 
  

現象 
天然河岸の埋

そくで砂防堰

堤等の新設を

必要とするも

の 

天然河岸の埋

そくで掘削に

より復旧する

もの 

天然河岸の

著しい欠壊

に係るもの 

天然河岸

の欠壊に

係るもの

河川施設の

被災 
砂防施設の

被災 
   

砂
防
指
定
地
内
の
区
域 

一級河川 

二級河川 
災関緊急砂防 河川災害 河川災害 河川災害 河川災害 砂防災害 

普通河川 

準用河川 

※１ 

砂防法第三条

のニによる砂

防災害 

河川災害 

※２ 

砂防法第三

条のニによ

る砂防災害

河川災害 河川災害 砂防災害 

砂
防
指
定
地
外
の
区
域 

一級河川 

二級河川 
災関緊急砂防 河川災害 河川災害 河川災害 河川災害 

※３ 

砂防法第三

条による砂

防災害 

普通河川 

準用河川 
災関緊急砂防 河川災害 河川災害 河川災害 河川災害 

※３ 

砂防法第三

条による砂

防災害 

※１ 堰堤（原則として一基）の新設（要網第１５の２・一） 
※２ 一定災または関連事業（要網第１５の２・ニ）に限る 
※３ 知事が告示した準用砂防設備 
注 災関緊急砂防は国土交通省水管理・国土保全局砂防部の所管である。 

河
川
種
別 

砂
防
指
定
地 
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（2）既設の砂防堰堤に係る河道埋そくの取扱い 

   既設の砂防堰堤に係る河道埋そくについては、昭和 63 年発生災害以降当分の間、次の

ように取扱うこととしている。 
   既設砂防堰堤に係る河道埋そくの取扱いについては、「災害関連緊急砂防事業」等で対応

する「既設砂防堰堤が明らかに被災していない場合で、既設砂防堰堤の計画堆砂区域内に

係る埋そく」を除き「災害復旧事業」で対応するものとする。（表－１参照）（「既設の砂防

堰堤に係る河道埋そくの取扱いについて」）（昭和 63 年 4 月 18 日付防災課長、砂防課長通

知）） 
 
（表－１） 

既設砂防堰堤に係る河道埋そくの適用事業 
  現 象 砂防堰堤の埋没及び計画堆砂区域内の河道埋そくに係るもの 

（※１） 

砂
防
指
定
地

河
川
種
別

 砂防堰堤の被災によるもの、砂防

堰堤の全部または一部が埋没し被

災の確認が困難なもの 

砂防堰堤が明らかに被災してないもの

砂
防
指
定
地
内
の
区
域 

一級河川 

二級河川 
砂防災害 災関緊急砂防 

普通河川 

準用河川 
砂防災害 災関緊急砂防 

砂
防
指
定
地
外
の
区
域 

一級河川 

二級河川 

砂防災害 

（※２） 
災関緊急砂防 

普通河川 

準用河川 

砂防災害 

（※２） 
災関緊急砂防 

※１ 計画堆砂区域内外にわたり河道の埋そくが発生した場合は、区域内の被害と区域外の

被害を比較し、被害の程度のいずれか大きい区域の災害として取扱う。 
※２ 砂防法第三条により知事が告示した準用砂防設備。 
注１ これにより難い場合は別途協議するものとする。 
 ２ 災関緊急砂防は国土交通省水管理・国土保全局砂防部の所管である。 
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６．補償工事の取り扱いについて 
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○ 補償工事の取り扱いについて 
 
河川法にあっては附帯工事の施行として「河川管理者は、河川工事により必要を生じた他の工事又は

河川工事を施行するために必要を生じた他の工事を当該河川工事とあわせて工事ができる。」（河川法

第19条）としているが、砂防法にあっては附帯工事に対する法的規定がないため、本工事（治水上砂防

の為の設備を設置する工事）以外の工事はすべて補償工事として取り扱っているものである。 

従って、権限を得て設置されている工作物、もしくは許可工作物（砂防指定地管理規則、国有財産管

理規則、公物管理条例等）にあっては、その機能補償の限度において補償工事ができる。 

補償工事とはたまたま金銭による補償に換えて相手側が現物による補償を要求し、その要求に客観的

合理性があり、河川管理者及び砂防設備管理者として別段支障なく、若しくはかえって経済的に好都合

であるとして、その要求に応じる場合の工事であるに過ぎず、せいぜい補償交渉の便宣を図る必要上現

実に金銭を支払い、更にそれを受託するという法的構成及び手続きまでとる必要はないとされている任

意契約の範ちゅうに入るものであり、事業主体が実施する工事によって必要が生じた他の工事（附帯工

事）とは区別される。 

１． 補償工事を施工しようとするときは、当該工作物の管理者と補償工事計画書でもって協議をする

ものとする。またこれを変更しようとするときも同様とする。（様式－１、２） 

２． 現況工作物の機能を超える補償工事または現況工作物の質的な改良を伴う補償工事の場合は、費

用の一部又は全部を工作物の管理者に負担させるものとし、その旨を様式－２の意見の項に記して

もらうこととする。 

３． 補償工事が完了したらすみやかに当該工作物の管理者に様式－３、４により工作物の引渡しを行

うこととする。 
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様式－１  
第     号 
年  月  日 

（工作物管理者） 殿 
建 設 事 務 所 長 

 
川砂防工事の内補償工事計画 

（変更）協議について 
 
 このことについて、    川に設置してある（工作物名）を下記のとおり従前と同程度の機能を有

するものに改築したく協議します。 
 なお工事完了後すみやかに当該設備を引継ぎます。 
 

記 
 
１．工 事 名 
 
２．施 行 場 所 
 
３．工作物の種類又は名称 
 
４．工作物の構造 

別添図面のとおり 
 

５．実 施 計 画 
 
６．工事等に要する費用及びその負担に関する事項 
 
７．その他参考となるべき資料 
ａ）現況工作物の機能を越える要望をされ、その工事等の費用の一部（又は全部）を負担し、県にそ

の工事等を委託される場合は、その旨回答してください。 
ｂ）ａ）に伴う工事等に要する費用およびその施工に関しては、別途協議することとします。 
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様式－２ 
年  月  日 

（建設事務所長） 殿 
管理者住所              
氏   名            印 

 
川砂防工事の内補償工事計画 

（変更）協議について 
 
 平成  月  日付 第   号で協議のありましたこのことについては下記のとおり回答します。 
 

記 
工 事 名  

施 行 場 所 
郡       町 

                大字   字   番地 
市       村 

工作物の種類 
又 は 名 称 

 

意    見 
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様式－３ 
第     号 
年  月  日 

 
（工作物管理者） 殿 

建 設 事 務 所 長 
 

川砂防工事の内補償工事工作物引渡しについて 
 
 平成  年  月  日付 第    号により計画（変更）協議した工作物が完了しましたので下

記のとおり引渡します。 
 なお引継ぎ完了後すみやかに占用手続をしてください。 
 

記 
１．工 事 名 
 
２．施 行 場 所 
 
３．工作物の種類又は名称 
 
４．工作物の構造 

別添図面のとおり 
 

５．工作物の完了年月日 
 
６．その他参考となる事項 
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様式－４ 

年  月  日 

（建設事務所長） 殿 

管理者住所 

                           氏   名        印 

 

川砂防工事の内補償工事工作物引継ぎ確認書 

 

砂防工事の内補償工事として完了した下記の工作物を引継ぎ、今後の維持管理をいたします。 

 

記 
 
工 事 名  

施 行 場 所 
郡       町 

                大字   字   番地 
市       村 

工 作 物 の 種 類 
又 は 名 称 

 

工 作 物 の 構 造 別添図面のとおり 
工作物の完了年月日 年   月   日 
引 継 ぎ 年 月 日 年   月   日 
現地引継ぎ立会人 （県管理者）、（引き受け側） 

備 考 
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７．砂防設備等の点検 
 

 
１．異常気象時における砂防設備等の緊急調査 

２．砂防指定地等監視嘱託員の業務 
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１．異常気象時における砂防設備等の緊急調査 
 

異常気象時における砂防設備等の緊急調査活動要網 
 

（目的） 

第１条 この要綱は、知事の管理する砂防設備、急傾斜地崩壊防止施設、地すべり防止施設におい

て大規模な地震が発生した場合及び豪雨等の異常気象に伴い、多大に施設被害が発生してい

ると判断された場合に、緊急に巡視・点検を実施し、速やかに被害の状況を把握することに

より、応急復旧活動の円滑化に資することを目的とする。 

 

（巡視及び点検） 

第２条 土木事務所長（以下「所長」と言う。）は、次に掲げる各項の一つに該当する場合、第３

条で定める施設について原則として昼間に巡視・点検を実施するものとする。 

（１）気象庁震度階５弱以上の地震が発生したとき。 

５弱以上の震度が観測された市町村の行政区域内の施設については、地震発生後すみやか

に巡視・点検するものとする。ただし、余震等により２次災害の発生するおそれがある場合

は、この限りではない。 

（２）豪雨等により多大に施設被害が発生していると判断されたとき。 

２次災害の発生するおそれが少ないと判断された後、施設被害が多発していると判断され

る市町村の行政区域内の施設について、速やかに巡視・点検するものとする。 

 

（巡視及び点検施設） 

第３条 所長は主に人命にかかわる施設として、下記に掲げる項目を参考に、年度当初に巡視及び

点検する施設を定めておくものとする。 

（１）砂防設備 

ア 土石流危険渓流に設置している砂防ダム（土堰堤を含む） 

イ 堤高が15ｍ以上の砂防ダム 

（２）急傾斜地崩壊防止施設 

ア すべての急傾斜地崩壊防止施設 

（３）地すべり防止施設 

ア 国土交通大臣が指定した地すべり防止区域内で、被災すれば人家に影響を与える恐れの

高い地すべり防止施設 
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（応急復旧活動） 

第４条 所長は、巡視及び点検から得られた情報により、そのまま放置すれば、被災施設、被災施

設に隣接する一連の施設又はその背後地等に大きな被害を与えるおそれが大きいと判断さ

れる場合は、市町村に情報を提供するとともに、応急復旧など必要な措置を講ずるものとす

る。 

 

（報告） 

第５条 所長は、年度当初に巡視及び点検する施設を定めた場合は、速やかに様式－１により建設

部長に報告するものとする。また、第２条の規定により巡視及び点検業務を実施したときは、

様式－２により直ちに建設部長に報告するものとする。また、巡視及び点検の結果について

も、様式－３により速やかに建設部長に報告するものとする。 

 

（業務の依頼） 

第６条 所長は、第２条に規定する業務を「災害時における公共土木施設の緊急対応に関する事務

取扱要領」の定めるところにより、第３者に依頼することができるものとする。 

 

付 則 

（施行期日） 

この要綱は、平成13年６月１日から施行する。
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異常気象における巡視・点検施設 

様式－１ 

事務所名： 

市町村名 巡視・点検施設名 施設番号 所在地 

○○町 

○○川砂防ダム ○○－○○○ ○○地内 

○○川砂防ダム（土堰堤） ○○－○○○ ○○地内 

○○川流路工 ○○－○○○ ○○地内 

○○区域（急） ○○－○○○ ○○地内 

○○区域（地） ○○－○○○ ○○地内 
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異常気象時における砂防設備等の巡視・点検要領 

 

（目的） 

第１条 この要領は、「異常気象時における砂防設備等の緊急調査活動要綱」第２条にお

ける「巡視及び点検」について必要な事項を定め、もって適正かつ円滑な巡視・点

検に資することを目的とする。 

 

（用語の定義） 

第２条 巡視員とは、現地を巡視・点検する者をいう。事務所配備員とは、異常気象時に

土木事務所において、情報収集、伝達等の任に当たっている者をいう。 

 

（巡視員の任務） 

第３条 巡視員は、主に目視により、次の各号に掲げる事項についての状況を把握しその

状況をカメラで撮影するものとする。 

なお、崖地に登る等危険を伴う行為は、極力避けること。 

（１）コンクリート砂防ダム（鋼製ダム含む） 

堆砂状況、倒壊、破損、クラック、袖部法面崩壊、下流洗掘状況 

（２）土堰堤 

堆砂状況、決壊、堤体法面崩壊、漏水、亀裂、水通し部破損状況、袖部法面崩壊、

下流洗掘状況 

（３）急傾斜地崩壊防止施設 

倒壊、破損、クラック、法面崩壊、法面上の亀裂 

（４）地すべり防止施設 

上記砂防設備、急傾斜地崩壊防止施設に準じた項目 

 

２ 巡視員は、事務所配備員に適宜口頭で報告を行うものとする。また、異常を認めた場

合は、野帳等にその状況を記載し、直ちに電話等により事務所配備員に報告し、指示を

受けるものとする。 

 

３ 巡視員は、業務完了後は速やかに別添点検表により土木事務所長に報告するものとす

る。 
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４ 砂防等施設への立入について 

巡視員は、砂防指定地、地すべり防止区域、急傾斜地崩壊危険区域に調査等のため他

人の土地を通行するときは、身分証明書を携帯しその土地の地権者等から身分証明書の

請求があった場合は、提示すること。 

上記の身分証明書を所持していない者は、愛知県の腕章（別添－１）を着用すること。 

なお、立ち入る土地に地権者等がいた場合は、緊急点検の旨を伝えて立ち入ること。 

 

（巡視員の構成及び携行すべきもの） 

第４条 巡視員は原則として２人で編成するものとし、身分証明書（又は腕章）、点検簿、

梯子、カメラ、ポール等任務の遂行に必要な物品を携行するものとする。 

付 則 

（施行期日） 

この要領は、平成13年６月１日から施行する。 
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２．砂防指定地等監視嘱託員の業務 
 

砂防指定地等監視嘱託員業務要領について 
                          昭和４９年３月１３日 ４９砂第１０９号 

                          関係土木事務所長あて土木部長 

 
 このことについて、昭和４９年度より土木嘱託員設置要綱に基づき配置される嘱託員の業務

要領を別紙のとおり定めましたので送付します。 
 なお、この要領の取扱いについては、遺憾のないように指導されるとともに監視については

より一層の強化を図ってください。 
 
（別紙） 

砂防指定地等監視嘱託員業務要領 
 監視嘱託員は、砂防指定地（砂防法第２条）、地すべり防止区域（地すべり等防止法第３条）

及び急傾斜地崩壊危険区域（急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律第３条）の巡回等

の監視業務について次に掲げる事項に基づき処理するものとする。 
第１ 監視の日程等 

（１） 嘱託員は、土木部嘱託員に関する取扱内規に基づき、原則として月曜日から木曜日

までを砂防指定地等の監視業務に従事し、金曜日は、巡回日程表（様式１）の作成、

巡回報告書（様式２）の整理及びその他の業務に従事するものとする。 
（２） 嘱託員は、巡回後、巡回報告書を作成し、所属長の決裁を得ることとし、また週単

位で巡回日程表を作成し、事前に所属長の承認を得ること。 
第２ 監視業務の内容 
  （砂防指定地） 
１ 指定地内の砂防設備状況の確認 
（１） 砂防設備（堰堤、護岸、河床等）の損傷はないか。 
（２） 砂防設備に影響を及ぼすおそれのある、山くずれ、土砂流出等はないか。 

 ２ 指定地内の制限行為（砂防指定地管理規則第４条、第１項各号の許可を要する行為）の

確認 
（１） 許可行為であるか、無許可行為であるかを確認すること。 

（許可証の提示、標識提示の有無等） 
（２） 許可行為である場合 

ア 標識の掲示がなされているか。 
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イ 標識記載事項と現地との確認（特に期間） 
ウ 道路、河川等の公共施設に土砂及び泥水の流出はないか。 
エ 切土、盛土の地形変更が伴う場合は、周囲への土砂害等を防止する措置（板柵

工、しがら工、沈砂池等）がなされその機能が維持されているかどうか。 
オ 隣接地へ土砂流出等の被害はないか。 
カ ア～オの事項、その他について、行為責任者より必要に応じて説明を求め、ま

た軽易な事項について指示を与えること。 
（３） 無許可行為である場合 

ア 行為責任者の説明を求めること。 
イ 指示票により、行為の中止及び事務所への出頭を指示すること。 
ウ 必要に応じ、一応の防災措置を指示し、写真等撮影すること。 
エ 行為者等現場の状況から、ア～ウの事項が出来ないと判断した場合には、付近

住民から事情聴取及び写真等の収集をし、管理係へ報告すること。 
   

  （地すべり防止区域） 
 １ 防止区域及び防止施設の確認 

（１） 区域内の山腹等に亀裂等を生じ、地すべり現象を起こしてないか。また、これが防

止施設に影響を及ぼしていないか。 
（２） 地すべり防止施設（擁壁、排水路等）に損傷はないか。 

２ 防止区域内の制限行為（地すべり防止法第 18 条第１項各号の許可を要する行為）の確

認 
（１） 許可行為であるか、無許可行為であるかを確認すること。 

（許可書の提示、標識掲示の有無等） 
（２） 許可行為である場合 

     （砂防指定地内行為２（２）ア～オに準ずる） 
（３） 無許可行為の場合 

（砂防指定地内行為制限２（３）ア～エに準ずる） 
 （急傾斜地崩壊危険区域） 
  １ 危険区域及び防止施設の確認 

（１） がけ面（斜面）に地割れが出来たり、土砂くずれがないか。 
（２） がけの上部か下部に水たまりや湧水はないか。 
（３） 防止施設（擁壁、排水路、法枠等）が損傷していないか。 
（４） （１）～（３）の現象で、道路等の公共施設や民家等に支障はないか。 
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２ 危険区域内の制限行為（急傾斜地法第７条第１項各号の許可を要する行為）の確認 
（１） 許可行為であるか、無許可行為であるか確認すること。 

（許可書の提示、標識掲示の有無等） 
（２） 許可行為である場合 

ア 標識の掲示がなされているか。 
イ 標識記載事項と現地との確認（特に期間）。 
ウ がけ面に水をたれ流していないか。排水施設の措置がなされているか。 
エ がけ面の切土、盛土の場合、土留や板柵等の防災措置がなされているかどうか。 
オ 隣接地に、土砂流出等の被害がないかどうか。 
カ ア～オの事項、その他について、行為責任者から必要に応じて説明を求め、ま

た軽易な事項について、指示を与えること。 
（３）無許可行為の場合 

（砂防指定地内行為２（３）ア～エに準ずる） 
 

第３ 緊急連絡等 
  監視嘱託員は、巡回中、砂防設備若しくは防止施設の損傷又は、制限行為における防災措

置の不備等により、災害を生ずるおそれがあり、緊急に措置を講ずる必要があると判断した場

合は、直ちに事務所管理係及び所管の工事課工事係（必要と認めた場合には、市町村役場土木

担当係）に連絡すること。 
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８．労働安全衛生規則 
(一部抜粋) 
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○ 労働安全衛生規則の抜粋 
 

第３５６条 

 使用者は手掘り（パワーショベル、トラクターショベル等の掘削機械を用いないで行なう掘削の方法を

いう。以下次条において同じ。）により地山（崩壊又は岩石の落下の原因となるき裂がない岩盤からなる

地山、砂からなる地山及び発破等により崩壊しやすい状態になっている地山を除く。以下この条において

同じ。）の掘削の作業を行なう場合には、掘削面（掘削面に奥行きが 2.0ｍ以上の水平な段があるときは、

当該段により区切られるそれぞれの掘削面をいう。以下同じ。）のこう配を次の表の上欄に掲げる地山の

種類及び同表の中欄に掲げる掘削面の高さに応じて、それぞれ同表の下欄に掲げる値以下としなければな

らない。 

地  山  の  種  類 
掘削面の高さ 

（単位：ｍ） 

掘削面のこう配 

（単位：度） 

岩盤又は堅い粘土からなる地山 
    5.0 未満 

    5.0 以上 

90(1:0  ) 

75(1:0.26) 

 その他の地山 

    2.0 未満 

2.0 以上 5.0 未満 

    5.0 以上 

90(1:0  ) 

75(1:0.26) 

60(1:0.57) 

２ 前項の場合において掘削面に傾斜の異なる部分があるため、そのこう配が算定できないときは当該掘

削面について同項の基準に従い、それよりも崩壊の危険が大きくないように当該各部の傾斜を保持しなけ

ればならない。 

 

（趣 旨） 

本条は一般の地山を手堀りにより掘削する場合に、地山の崩壊による災害を防止するため掘削面のこう

配の限度を地山の種類と掘削面の高さに応じて定めたものである。 

（解 説） 

過去に発生した地山の崩壊による災害をみると、その大半は手堀りによる掘削作業の揚合に生じており、

しかもすかし掘りと掘削面のこう配が地山の種類や掘削面の高さにくらべて急すぎたことが主要な原因と

なっている。 

このような状況から労働省では去る昭和３４年労働基準局長通達をもってすかし掘りを禁止することを

明らかにするとともに高さ 2.0ｍ以上の法面の下における作業についてち密な岩盤及び堅硬な粘土の場合を

除いて７５゜をこえないこう配の基準を決定して監督指導を行なってきたが、今回の改正では本条により、

地山の種類と掘削面の高さに対応する掘削面のこう配の限度を規定したのである。 

「パワーショベル、トラクターショべル等の掘削機械」には、ドラグライン、クラムシェルは含まれる

が、削岩機は含まれない。したがって、削岩機を用いて行なう掘削は「手掘り」に含まれる。 

本条におりて「地山」から「崩壊又は岩石の落下の原因となるき裂がない岩盤からなる地山」と「砂か

らなる地山及び発破等により崩壊しやすい状態となっている地山」を除いたのは、前者は崩壊または落下

の危害を生ずる恐れがないため規制の対象から除いたものであり、後者は主として摩擦力により掘削面が

たもたれる地山であるので、一般の地山とは別に規制することが妥当であるとの観点から除いたものであ

る。後者については第３５７条で規制されている。 

「発破等により崩壊しやすい状態となっている地山」とは、ダムサイト等の大規模な掘削に見られるよ

うな抗道式の大発破によりゆるめられた地山や、大規換な崩壊のために落下し、堆積している岩石からな

る地山をいうものである。「掘削面に奥行きが 2.0ｍ以上の水平な段があるとき」とは、段切りを行なう等

の場合をいい、この場合には図１に示すように、段の奥行きが 2.0ｍ以上のときは、掘削面の高さを別々に

測定してこう配の基準を適用することとなる。 
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表中の「堅い粘土」とは、日本工業規格ＪＩＳＡ１２１９「土の標準貫入試験方法（附録１参照）にお

けるＮ値（打撃数）が８以上の粘土をいう。この場合いうまでもないがＮ値が大きくても砂質土は「堅い

粘土」には該当しない。 

第２項の「掘削面に傾斜の異る部分があるため、その勾

配が算定できないとき」とは仕上り法面のこう配が法面の上

部と下部とで傾斜を異にしている場合の掘削のように、掘削

面各部の傾斜を異にして掘削する場合をいう（第２図参照）。 

「当該掘削面について同項の基準に従い、それよりも崩

壊の危険が大きくないように当該各部分の傾斜を保持し」と

は、たとえば図２の場合において、Ａ、Ｂ各部分がそれぞれ

第一項の基準をみたす必要があることはいうまでもないが、

このほか掘削面全体について第一項の基準をみたす掘削面よ

りも崩壊の危険性が少ないようにしなければならない。崩壊

の危険性の検討は具体的には、掘削面の安定係数を算定して

行なうとよい。なお「すかし掘り」は、本条により禁止され

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３５７条 

使用者は、手堀りにより砂からなる地山又は発破等により崩壊しやすい状態になっている地山の掘削の

作業を行う場合には、次の各号に定めるところによらなければならない。 

 １ 砂からなる地山にあたっては、掘削面の勾配を３５゜以下とし、又は掘削面の高さを 5.0ｍ未満と

すること。 

 ２ 発破等により崩壊しやすい状態になっている地山にあたっては、掘削面の勾配を４５度以下とし、

又は掘削面の高さを 2.0ｍ未満とすること。 

 前条第２節の規定は、前項の地山の掘削面に傾斜の異なる部分があるため、その勾配が算定できない場

合について準用する。 

（趣 旨） 

本条は粘着性の少ない地山を手堀により掘削する場合に、地山の崩壊による災害を防止するため、掘削

面の勾配及び高さの限度を定めたものである。 

（解 説） 

砂からなる地山や発破等により崩壊しやすい状態となっている地山は、一般の地山と違って地山を構成

する各粒子が摩擦力によって安定を保っているので、あるこう配以上のこう配で掘削するとざらざら崩壊

してくる。 

そこで本条では、この掘削につれてざらざらと崩壊した部分をも掘削面に含め、掘削面の勾配と高さと

をそれぞれ個別に規制することにより、地山による災害を防止しようとしたものである。 

「発破等により崩壊しやすい状態となっている地山」については、前条の[解説]を参照されたい。 

断面図

掘削面の高さ

掘削面の高さ段の奥行
が2.0ｍ
以上

Ａ

Ｂ

図１

図２
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９．土石流による労働災害防止の 
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土石流による労働災害を防止するための労働安全衛生規則の一部の改正 
「土石流による労働災害防止のためのガイドライン」の制定について 

 
第１ 労働安全衛生規則改正等の趣旨 
 １ 平成 8 年 12 月 6 日、長野県と新潟県の県境の蒲原沢において、大規模な土石流が発

生し、下流で砂防工事、河川工事を行っていた建設会社の作業中の労働者 14 名が死亡

し、9 名が負傷するという重大な災害が発生し、社会問題となりました。 
   砂防・治山工事の施工数にかんがみ、今後も同種災害の再発が強く懸念されたこと

から、労働省では直ちに「労働省 12.6 蒲原沢土石流災害調査団」（団長 川上 浩 信

州大学工学部教授）を設置し、原因究明・再発防止対策について検討を依頼しました。 
 ２ 調査団の調査結果報告は、平成 9 年 6 月 13 日に発表されましたが、この報告では、

土石流は作業場所から離れた場所で発生し、大量の水と土石が一体となって河川を流

下するものであり、①河川の流水と比較して速度が大きい、②巨れき（巨石）、流木を

含み、破壊力があり、直進性に富む、③突発的に発生する等の特徴を有していること

から、このような土石流の特徴を十分踏まえた関係法令の整備等が提言されました。 
 ３ 労働省は、この提言を踏まえ、新たに土石流による労働災害防止のための規定を整

備することとし、平成 10 年 2 月 16 日に労働安全衛生規則を改正し、同年 6 月 1 日よ

り施行することとしたところです。 
 
 
第２ 労働安全衛生規則改正の概要 
改正された労働安全衛生規則の概要は、以下のとおりです。 
１ 改正の考え方 
  土石流は自然現象であり、その発生の防止自体には限界があることから、改正規則

では、 
① 土石流発生の危険性の予測を行うこと 
② 土石流の早期把握のための措置を講じること 
③ 土石流の発生を把握した場合に労働者を直ちに安全な場所に退避させること 

に関する規定を整備することとしました。 
 その基本的な考え方をフローチャートで示すと、次の図のようになります。 
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土石流災害防止対策フロー図（概要） 
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２ 改正の内容 
  （１）適用 

今回の改正規則が適用となる対象は「土石流が発生するおそれのある河川におけ

る建設工事の作業」です。 
（２）措置の内容 

  ①「土石流発生の危険性の予測のための措置」としては、次の三点が義務づけられ

ています。 
・ 作業場所から上流の河川及びその周辺の状況を調査、記録すること。 
・ 土石流による労働災害の防止に関する規程を策定すること。 
・ 作業開始時、及びその１時間ごとに降雨量を把握、記録すること。 
②「土石流発生の早期把握のための措置」として次の事項が定められています。 
  降雨があったことにより土石流が発生するおそれがあるときは、監視人の配置

等土石流の発生を早期に把握するための措置を講じ、又は速やかに作業を中止し、

労働者を安全な場所に退避させること。 
③「労働者を退避させるための措置」として次の事項が定められています。 
・ 土石流による労働災害発生の急迫した危険のあるときは、直ちに作業を中止し、

労働者を安全な場所に退避させること。 
・ 警報用の設備を設け、常時、有効に作動するように保持し、その設置場所を周知

すること。 
・ 避難用の設備を設け、常時有効に保持し、その設置場所及び使用方法を周知する

こと。 
・ 一定期間ごとに避難の訓練を行い、その結果を記録すること。 
④「特定元方事業者の講じる措置」として次の事項が定められています。 
・ 技術上の指導等作業場所の安全の確保のために必要な措置を講じなければなら

ない場所として、土石流が発生するおそれのある場所を追加すること。 
・ 特定元方事業者は、避難の訓練の実施時期、方法を統一し、関係請負人に周知す

ること。 
３ 施行期日 
  平成 10 年 6 月 1 日 
 
第３ 「土石流による労働災害防止のためのガイドライン」の制定 
  今回の改正規則は現在取りうる有効な対策のうち、事業者が最低限実施すべきことに

ついて定めたものです。しかし、労働災害防止の徹底を図るためには、いろいろな現場

の実態に応じて、規則で制定した事項以外にも各事業者が配慮すべき事項、取り組むべ

き事項等について具体的に明らかにしておくことが有効であることから、学識経験者、

実際に施工を担当する事業者の方々にも参加いただいて検討を行い、「土石流による労働
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災害防止のためのガイドライン」を策定し、平成 10 年 3 月 23 日に労働省労働基準局長

より通知したところです。 
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